
                                       ＳＡＩＴＯ スチ－ム・ユニット 取扱説明書 
 
                     この度は、ＳＡＩＴＯスチ－ム・ユニット（エンジン，ボイラ－，バ－ナ－，一式）を、 
                     お買い上げ頂き誠に有り難う御座居ます。運転前に、この取扱説明書を必ずお読み下さい。 
 
１，スチ－ム・ユニットの特長 
 
    ＊騒音が非常に少ない。（人家の近くの川、池、プ－ル等でも走航できる。） 
    ＊運転費が安い。（ボイラ－は水、バ－ナ－はメチルアルコ－ル、エンジンに少量のスチ－ム・オイル） 
    ＊エンジンの始動が簡単。 
    ＊エンジンの停止から最高回転迄、自由にコントロ－ルが出来る。（レギュレ－タ－でコントロ－ル） 
    ＊エンジンの逆転が出来る。（リバ－ス機構により、正転・逆転の切替がスム－ズに出来る。） 
    ＊蒸気により汽笛をならすことが出来、実機感が有る。 
    ＊船舶に搭載した時は、バ－ナ－の燃料が無くなっても、ボイラ－に圧力が残っているので、１０～２０ｍ位は走航できる。 
    ＊発煙装置により煙突から発煙できるので、実感が出る。 
    ＊走航速度が遅いので安全である。 
 
２，ＳＡＩＴＯスチ－ム・ユニットの特長 
 
  (１)エンジン 
     ＊Ｔ２ＤＲ，Ｔ２ＤＲＬ，Ｔ３ＤＲ，Ｔ２ＧＲ，Ｙ２ＤＲ 
       複動式で、ハイパワ－を発揮する「Ｄスライド・バルブ」を採用。 
     ＊Ｔ－１，Ｓ－３Ｒ 
       入門者向けに、単動式で「ピストン・バルブ」を採用。 
  (２)ボイラ－ 
     ＊構造が比較的簡単で、燃焼ガスの通風が良く燃焼室の回りが水で囲まれている「センタ－フリュ－式ボイラ－」を採用。 
       この形式は構造が簡単な割りに高性能で模型用に最適なボイラ－です。 
       立型－ＢＴ－１ 
       横型－Ｂ２Ｆ，Ｂ３，Ｂ２Ｇ 
     ＊入門者向けには、炙り式の「ＯＢ－１」を用意。 
  (３)バ－ナ－ 
     ＊燃料にメチルアルコ－ルを用い、バ－ナ－の点火前に、予めバ－ナ－の火口及びバ－ナ－本体のタンクの前部を加熱皿の火に 
       より加熱し、タンク内のアルコ－ルをガス化した後、燃焼させる噴射燃焼方式で、弊社で開発、実用化した安全なバ－ナ－で 
       強く安定した火力を持ち、取り扱いが簡単なバ－ナ－です。 
       ＢＴ－１，Ｂ２Ｆ，Ｂ３，Ｂ２Ｇ 
     ＊入門者向けにの炙り式の「ＯＢ－１」用は、ランプ式 
 
３，注意事項 

 
  ＊リバ－スギヤの切替は、慣らし運転前は無理に切り替えないで下さい。 
    運転中はエンジンをスロ－にして行って下さい。 
    切替にくい時は、一旦レギュレ－タ－を閉じてから行って下さい。 
    Ｔ２ＤＲ，Ｔ２ＤＲＬ，Ｔ３ＤＲ，Ｔ２ＧＲ，Ｙ２ＤＲ 
    Ｓ－３Ｒは正転・逆転切換バルブによって行います。 
  ＊エンジンの最高回転による空転（ノ－ロ－ド）は避けて下さい。 
  ＊陸上で運転する場合は、エンジンが振動しない範囲で行って下さい。 
  ＊慣らし運転は、最初の２回（約４０分）は圧力を、１ｋｇ／ｃｍ２（０,１ＭＰａ）位で運転して下さい。 
    特に、Ｔ２ＧＲの場合は、エンジンが回り始めたら、バ－ナ－を２個の内１個の火口で運転すると良いです。 
  ＊空焚き防止の手順（厳守の事） 
    水（ボイラ－給水）→アルコ－ル（バ－ナ－の給油）→油（エンジン等の注油） 
  ＊レギュレ－タ－バルブは、レバ－を引いた時が全開、前へ押した時が全閉となる様にリンケ－ジします。 
  ＊安全弁はボイラ－用が２ｋｇ／ｃｍ２（０,2ＭＰａ）,バ－ナ－用が１,５ｋｇ／ｃｍ２ （０,15ＭＰａ）(バ－ナ－に赤色のスジが入っている。）

と作動圧力が異なりますので間違わない様にして下さい。 
  ＊運転途中で火を消す時は、ニ－ドルバルブを締めます。 
  ＊ニ－ドルバルブは、必要以上に締め込まないで下さい。 
  ＊再点火－消火直後はすぐ点火しますが、時間が立つとバ－ナ－が冷えますので最初からやり直します。 
 
４，ユニットの取付及び配管 
 
  ＊エンジン、ボイラ－、バ－ナ－は、平らな所に取り付けて下さい。（木ネジで充分です。） 
    平らでないとエンジンベッドがゆがんで、シャフトが固くなりますので注意して下さい。 
  ＊ボイラ－の煙管とバ－ナ－火口の中心は同じ位の高さにして、約５～１０ｍｍ位離して取付けて下さい。 
  ＊配管は付属の配管図を見て間違わない様に接続して下さい。 
 
５，運転前の点検（運転前に次の項目についてチェック（確認）して下さい。） 
 
  ＊バ－ナ－のニ－ドルバルブは閉じているか。 
  ＊ボイラ－、バ－ナ－の安全弁は正常に取り付けられているか、また正常に作動するか。 
  ＊ボイラ－の検水口プラグは正常に取り付けられているか。 
  ＊ボイラ－のレギュレタ－バルブは閉じているか。 
  ＊船内に搭載している場合は、プロポを作動して走航に支障がない事を確認する。 
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６，運転前の準備 
 
  ＊オイラ－（ＯＩＬのステッカ－が貼ってあるタンク）にスチ－ムオイルを一杯入れます。 
    （付属の緑色のオイル） 
  ＊エンジン各部（軸受、クランクピン、コンロッド、ピストンバルブロッド、ピストンバルブロッドピン、ピストンピン、クランク、       

エキセン等）には自動車用エンジンオイル（１０Ｗ５０位）を給油します。 
    グリ－スは絶対に使用しないで下さい。 
    この給油は１回運転毎に行って下さい。 
    ※スチ－ムエンジンは、常時、調整するところはありません。運転毎に指定の油を充分、給油することです。 
  ＊ボイラ－に給水する。 
      検水口プラグ及び安全弁をはずして、ボイラ－をほぼ水平に置き、安全弁から給水し検水口よりオ－バ－フロ－（一杯になって溢    

れる事）する迄入れます。 
      給水が完了したら検水口プラグ及び安全弁を指で取付、しっかりと締めて下さい。 
      基本事項－毎回ボイラ－への給水は検水口プラグを外し、水がオ－バ－フロ－する迄給水する。 
  ＊バ－ナ－にアルコ－ルを給油する。 
      安全弁を外してメタノ－ル（又は燃料用アルコ－ル）を計量カップで注入し、しっかりと安全弁を締める。 
  ＊容量（規定量） 
        ＢＴ－１用－４０ｃｃ，Ｂ２Ｆ用－１００ｃｃ，Ｂ３用－１４０ｃｃ，Ｂ２Ｇ用－２５０ｃｃ 
        基本事項－バ－ナ－に燃料を給油する時の注意（初運転は除き、２回目以降は次の様にする。） 
     ※ 先ず船内よりバ－ナ－を取り出し、安全弁（注入口）を外してバ－ナ－を逆さにして中のアルコ－ルを抜き、残量が無いことを 

確認してから、メタノ－ル又は燃料用アルコ－ルを計量カップにて規定量を注入します。 
     ※ 万一アルコ－ルの残量があるのに規定量を注入しますと、バ－ナ－燃焼時間が長くなり、ボイラ－の水量が不足して空焚きとな 

り、ボイラ－の蝋付部分が溶けて漏れの原因となり、最悪使用不能になります。 
     ※ 注入が終わったら安全弁を取付ますが、この時プラグをプライヤ－等できつく締めないで、指で締め付けるだけで充分です。 
        きつく締め過ぎるとオ－リング（ゴムパッキン）が潰されて、更にバ－ナ－の熱で平たく変形してパッキンの寿命を 著しく短く 

します。 
 
    注意事項－バ－ナ－はアルコ－ル専用ですので、ガソリン、シンナ－、灯油等は危険ですので絶対に使用しないで下さい。 
              アルコ－ル以外の燃料の使用による事故に関しては、当社に一切の責任は有りません。 
    ※バ－ナ－用のアルコ－ルについて 
      ［アルコ－ルにはメチルアルコ－ル（メタノ－ル）とエチルアルコ－ル（エタノ－ル）があります。］ 
       市販の種類－Ⅰ，メチルアルコ－ル（メタノ－ル）のみ 

  

                  Ⅱ，燃料用アルコ－ル    販売の種類  

 

 

＊メタノ－ル８０％：エタノ－ル２０％ 

＊メタノ－ル３７％：エタノ－ル６３％ 

＊その他の混合率 

      購入方法  －Ⅰ，塗料店（認印不要） 

                  Ⅱ，入手困難な場合は薬局（認印必要） 

      現在薬局で扱っている燃料用アルコ－ルはメ－カ－によって混合率が違いますが上記どれを使用しても問題ありません。 

  ＊加熱皿への注油 

      付属のスポイトで加熱皿にアルコ－ルを約５～６ｃｃ位入れます。（加熱皿半分位） 

      加熱皿に点火する前に、皿の周囲にこぼした時は水を掛けてから良く拭き取っておきます。 

    ※万一溢れたアルコ－ルに引火しても慌てずに水を手で掛けるか、濡れタオルを被せます。 

      アルコ－ルは水を掛ければすぐ消えます。 

      加熱皿の取付位置は火口の前側が炎に当る様な位置。 

 

７，運転 

 

  ＊バ－ナ－の加熱 

      バ－ナ－は外部から加熱して燃料のアルコ－ルが気化し易い様にする為に、点火前に加熱皿に注油したアルコ－ルに火を付け、予    

めバ－ナ－の火口の前側を加熱しなければなりません。 

      加熱の時、プロパンバ－ナ－等で火口を加熱したりしますと、点火した時に不調になりますので、必要以上の過熱はいけません。       

＊バ－ナ－の点火 

      加熱皿に点火して燃料がほぼ燃え尽きる少し前に付属のニ－ドルバルブ調整棒でニ－ドルバルブをゆっくり少し開けますと、加熱    

皿の残火で、すぐ点火します。もし点火前に加熱皿の火が燃え尽きてしまった時はライタ－等で直接点火します。 

      点火して青い炎と「バ－」と云う連続した燃焼音であれば点火は完了です。 

    （※加熱皿に火が残っている時は、火の勢いが断続的になります。） 

  ＊バ－ナ－の火力アップ 

      点火後、バ－ナ－の安定した燃焼状態を保つ様に徐々に付属のニ－ドルバルブ調整棒でニ－ドルバルブを開けて、火力を増して行    

き、最大火力になったらバルブ操作を止めます。 

   ※当社のバ－ナ－はバ－ナ－の状態が完全に安定した場合は、最大火力にしますと煙突部分迄、火が届く程強力ですから必要以上       

にニ－ドルバルブを開ける事は危険ですので止めて下さい。 

      ニ－ドルバルブは指針（インジケ－タ）の開度で計測しますと、全閉から通常の角度は最大で９０度位ですが、火力は状態に合わ

せ適宜調整して下さい。ニ－ドルバルブは急に開けると不安定な燃焼になったり、消える事がありますので注意して下さい。           

＊スチ－ム・アップ（蒸気が発生する状態になる事。） 

      ボイラ－内の水が沸騰し、ボイラ－の圧力が０.９～１.１ｋｇ／ｃｍ２ (0.09～0.11MPa) 位に上昇する迄の所要時間はおおよそ  

      ３～５分位です。但し、冬季やバ－ナ－の調整具合によって多少変わってきます。（圧力計はオプション） 

    ※圧力が１ｋｇ／ｃｍ２位に上昇したら、１度レギュレ－タ－を開いて、シリンダ内の水を押し出しておきます。 

  ＊ボイラ－が規定の圧力（１.５～２ｋｇ／ｃｍ２ (0.15～0.2MPa) ）になり安定すれば、レギュレ－タ－バルブの操作により運転します。 

    ※レギュレ－タ－バルブは全開の少し手前から全開迄の間汽笛からもスチ－ムが出る様になっています。 
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８，運転後の保守 
 
  ＊エンジン各部は、時々増し締めして下さい。 
  ＊安全弁は、給水の都度ステムを数回動かして作動を確かめ、不具合の時は湯垢や錆を歯ブラシで取り除きます。 
    また、オ－リングが著しく変形（新しい時は、断面がほぼ円形）していたり、スプリングの弾性が無くなったり、キズやヒビ割れが

ある物は、取り換えます。 
  ※注意－安全弁作動圧力は、ボイラ－用約２.０ kg/cm２ (0.2MPa)です。 
          安全弁の改造、特に作動圧力を上げる事は絶対にしないで下さい。 
  ＊バ－ナ－は、不調になって来ましたら付属の掃除針で、ノズル部の酸化物等を取り除いて下さい。 
    この時の注意として、掃除針は穴に突き通すだけで、グルグル針を回転させない事です。 
    回転させますと、ノズル穴が大きくなってしまい噴射機能が損なわれます。 
  ※ボイラ－の性能は、バ－ナ－の調整・保守で決まります 
 
９，バ－ナ－の火力が弱い時の原因と対策 
 
  ＊アルコ－ルの不良（アルコ－ルに水分が有る場合や、純度が低い場合。） 
    対策－アルコ－ルを取り換える。 
  ＊火口のノズルにカ－ボンの付着やゴミが詰まる。 
    対策－火口のノズルに付属の針を通します。 
  ＊安全弁の作動不良 
    対策－安全弁の中のバルブシ－トにゴミが付いてガス漏れする時は、シ－ト部を掃除する。 
  ※燃焼中はガス漏れしない様になっています。 
    ニ－ドルバルブを極端に絞った場合又は、途中でバ－ナ－を止めた場合にはガスが逃げる様になっています。 
 
１０，分解・組立 
 
  ＊分解はなるべくしない様にして下さい。 
  ＊やむを得ず分解する場合は各部品の方向性、締め加減に注意して下さい。 
  ＊特にクランクシャフトの組立、エキセントリックの位置、Ｄスライドバルブの組立は慎重に行って下さい。 
 

 

 
             ※改良の為、予告無く仕様を変更する事が有りますので御了承下さい。 
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                                        ＴＥＬ  ０４７－３７８－４１５６（代表） 
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